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例題 1 同値関係の定義を述べよ.
解答欄

例題 2 n を任意の自然数とする。このとき、

R(n) = {(x, y) ∈ Z × Z | x − y は n の倍数 }

は Z 上の同値関係になる. ただし, Z は整数の全体からなる集合を表す.
そして、Z 上の同値関係 R(n) に対する同値類と商集合は次のように定義される。
任意の x ∈ Z に対し,

[x] = [x](n) = [x]R(n)
= {y ∈ Z | xR(n)y}

を R(n) による x の同値類という. さらに、Z 上の同値関係 R(n) に対し,

Z/R(n) = {[x] | x ∈ Z}

を Z の Rn による 商集合 という.
1. いま、n = 7 として, Z 上の 同値関係 R(7) を考える. 以下の問いに解答せよ.

i. R(7) による 5 ∈ Z の 同値類 [5] に属し, かつ 5 以外の要素であるものを 3 つ記せ.

解答欄

ii. Z の R(7) による商集合 Z/R(7) を外延的記法で表せ.

解答欄

2. 次に、n = 5 として, Z 上の 同値関係 R(5) を考える. 以下の問いに解答せよ.
i. R(5) による −7 ∈ Z の 同値類 [−7] に属し, かつ −7 以外の要素であるものを 3 つ記せ.

解答欄

ii. Z の R(5) による商集合 Z/R(5) を外延的記法で表せ.

解答欄
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